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１．レポート概要 

 動機：総合の時間の講演会で聴いたボランティア活動の話に興味が湧き、海岸清掃などの環境に関連する

運動が盛んなのでは？と思い、鎌倉市の環境への取り組みの内容や、市民の意識について知りたくなった

から。 

 

２．調査結果 

（１） 鎌倉市民・事業者への意識調査 

 （ａ）市民 

    平成２１年度の市民意識調査結果では、８６．２％が日常生活の中で、環境にやさしい行動に心が

けていると回答している。 

    また、下部のアンケートでは、「ご飯やおかずを残さず食べた」、「誰もいない部屋の明かりを消し

た」、「ごみ出しルールにしたがって分けた」の項目が８０％以上の取り組みがあるという結果が出

た。 

 

 

    次に、「エネルギーへの関心」についてのアン

ケート結果↓ 

 

 

「すこしある」が最も多く４６．４％、次いで「とても

ある」が３９．２％、両者を合わせると８５．６％に達

する。 



 

     しかし上の図３－４を見ると、１０・２０～４０代は他と比べ、エネルギー問題への関心がやや低

いことがわかる。 

 

これらより、鎌倉市民は環境、エネルギーともに意識が高いことがわかった。また、これからの課

題は、世代別の関心・取り組み実態の傾向を踏まえ、ターゲット別のアプローチ方法の検討である。 

 

  （ｂ）事業者 

    鎌倉市の産業特性として、従業者の約８割が第３次産業に従事しており、９人以下の小規模事業所

が全体の８割以上を占める。 

    下図は、従業員別の省エネルギーの取り組み状況である。 

 

    



 結果から、大規模事業所に比べ、中小事業所のほうがより取り組み実態が不十分であると感じてい

ることが浮き彫りになった。 

    また、事業所の再生可能エネルギー・省エネルギー機器等の導入意向をみると、導入する予定がな

い理由として「導入できる環境にない」と回答していた事業所も多く、ビル等に入居する小規模事

業所などは、自らが太陽光などの設備導入権限のない状況にあることも想定されている。 

 

    したがって、鎌倉市の事業者向けの対策としては、小規模事業所に対する施策を重点的に展開して

いく必要があるとの結論が導き出された。 

 

（２） 鎌倉市における再生可能エネルギー・省エネルギーの可能性 

 （ａ）再生可能エネルギー 

    今日の日本では、国内エネルギー供給の多くを占める化石燃料について、そのほとんどを海外から

の輸入に依存している。一方で、世界的なエネルギー需要の増大などによりエネルギー市場は不安

定化している。加えて、化石燃料の利用に伴って発生する温室効果ガスを削減することが重要な課

題となっている今、再生可能エネルギーの導入を進めることが必要とされている。 

 

    再生可能エネルギー導入の課題については、設備の価格が高く、得られるエネルギー量が自然条件

に左右されるという点から、既存のエネルギーに比べて発電・発熱コストが高くなってしまうとこ

ろだ。また、地形等の条件により設置可能な地点も限られている。 

    さらに、今後再生可能エネルギーが大量に導入された場合、余剰電力の発生や天候などの影響によ

り、電気の安定供給に問題が生じる可能性がある。 

 

 

鎌倉市は、市の地域特性や技術動向などを踏

まえ、太陽光、風力、水力、地熱、バイオマ

スに太陽熱、地中熱を加えた７つの再生可能

エネルギーの利用可能性について、左図のよ

うに整理している。 

これより、再生可能エネルギー固定価格買取

制度の対象で、大きな導入ポテンシャルや有

効利用熱量を有する太陽光とバイオマスが

今後、市域全体で一定規模の供給量が見込め

る分散型エネルギーと考えられる。 

また、再生可能エネルギー固定価格買取制度

の対象ではないが、その導入ポテンシャル量

から太陽熱、地中熱についても、有効なエネ

ルギー源になると考えられている。 

設備機器の普及拡大に伴う導入費用の低コ

スト化や技術革新などにより、今後もエネル

ギー利用の実現可能性は変化していくと考

えられるため、その動向を継続的に把握し本

市のエネルギー施策に反映させていくこと

が必要である。 

 



 （ｂ）省エネルギー 

    省エネルギーを進める上で、家庭内でのこまめな節電等の行動は重要となる。 

    そこで、鎌倉市は家庭における主な省エネルギー対策として電気とガスを対象に、全世帯が本市で

実施した場合の省エネルギー効果を推計した結果を以下の表で発表した。 

 

 

 



 

     

 

表の項目をみてみると、すぐに簡単に行うことのできるものが多いことがわかる。 

    また、電気カーペットや電気ポット、風呂給湯器の一世帯あたりの節約金額はなかなかの高額とな

っている。さらに、表の金額を単純計算で足していくと、４０，９９０円となり、４万円をこえて

いる。実際にこの表にある行動をして、予想通りの金額の節約になるとは限らないが、尐しの意識

によって１円でも節約ができるならやってみようと思う人も尐なくないのではないか。多くの人が、

各々できる範囲の省エネルギー行動をちょっとずつでも始めることで、結果的に大きなエネルギー

の節約に繋がるのではないか、と思う。鎌倉市の作成した資料内にも、「家庭での電力使用量が多

い電気冷蔵庫、照明器具、テレビ、エアコンの４つの家電について全世帯が取り組みを実施した場

合、市域の電力使用量の５％に相当する削減効果が得られます。」と記されている。 

 

    また、省エネ診断を受けることも有効な対策であり、社団法人地球温暖化防止全国ネット「「うち

エコ診断」ホームページ」で紹介されている地域事務局や民間企業に以来することで、無料の省エ

ネ診断を受けられるほか、資源エネルギー庁の省エネルギー設備導入促進事業の一環である「「快

適！省エネライフ」ホームページ」でも、オンラインで簡易な省エネ診断が受けられるようだ。 

 

（３）「ゼロ・ウェイストかまくら」を目指して 

   鎌倉市では、「循環型社会」を形成するために市民、事業者、行政が連携・協働して３Ｒ 

を推進し、「ゼロ・ウェイストかまくら」の実現を目指しているらしい。ちなみに、「ゼロ・ウェスト

かまくら」とは、ごみを「燃やす」「埋め立てる」「何でもリサイクル」ではなく、「そもそもごみを

発生させないようにする」という考え方である。 

 

 

 （ａ）ごみ減量・資源化に関するこれまでの主な取り組み 

   鎌倉市では、できる限りごみの焼却量を減らし、ごみの中から資源として有効活用できる品目を増や

すために、様々なごみの分別に取り組んできた。 

   平成９年度からは、家庭から排出される廃棄物の５分別収集（※燃やすごみ、燃えないごみ、粗大ご

み、資源物、危険・有害ごみ）を開始し、積極的に資源の再生利用に取り組んだ。※平成１６年度よ

り、「燃えるごみ」から「燃やすごみ」へ名称変更 

   資源物は、飲食用ビン・カン、新聞などの紙類、布類、植木剪定材から始まり、ペットボトル、容器

包装プラスチック、使用済み廃食用油にまで拡大した。 

   さらに、焼却残さ・不燃ごみ残さの溶融固化や木くず・布団・畳など資源化可能品目を積極的に資源

化してきた。これらにより、ごみ焼却量は平成８年度に約６７，８００トンであったものが、平成２

５年度には約３６，６００トンに減量した。 



 

 

しかし、鎌倉市に二つあるごみ焼却施設の片方、今泉クリーンセンターが老朽化などの理由から、平

成２７年３月に焼却停止してしまうため、もう一方の名越クリーンセンターで焼却可能な３万トン以

下までまだごみの焼却量を減らすことが求められ、あと約６，６００トンの削減が必要になる。 

 

 （ｂ）さらなるごみの削減を目指して 

   （ａ）の事実を受け、家庭では具体的にどのような取り組みをすればよいのか。 

   市は、「生ごみ処理機の活用」や「水切りの水準」、「マイバッグの利用」など、図や写真が多く載っ

ていて分かりやすく、詳細なデータがまとめてある以下の冊子を説明会で配布したようだ。 

 

 

 

 

    

   この冊子のほかにも、市は次ページのような資料を配布している。 

また、この冊子の６ページには、「家庭からだ

された“燃やすごみ”には、正しく分別された

ら資源となるものが、重さにして約２５％ふく

まれています。」とある。 

そして、２ページにわたって資源物についての

具体的な説明が記述されている。 



 

 

 

 

   どちらもカラーで、絵が入っている、五十音で探せるなど、誰でも理解できるように分かりやす

くまとめられている。 

 

 

 



 

   そして、大きな市の取り組みとしては、平成２７年４月１日からごみの有料化が始まる。 

   藤沢市などですでに実施されているこの施策がついに鎌倉市でも開始されるのだ。これについて

も、先ほどの冊子「鎌倉市のごみ処理の現状と ごみ減量・資源化の取り組みについて」の８ペ

ージから紹介されている。 

   有料化によって起こる不法投棄などの新たな課題について、これからよく考えることが必要にな

ってくるだろうと思う。 

 

３．まとめ 

 

 今回このテーマについて調べていて思った事は、どれにしても個人一人ひとりが今の、未来の鎌倉の 

環境について知ろうとし、他人事にしてしまわないことが大切だということだ。 

どんなに市が分かりやすい資料を配ったり、住民への説明会を開いても、そこに市民の当事者意識が 

なければ結局そこで解決への流れが滞ってしまうからである。 

また、これからの世界を視野にいれると、もっと環境教育が必要なのではないか、と思う。義務教育 

の９年間のうちに、できれば高校、大学でももっと学校でわかりやすい講演会を開いたり、身の回り 

の環境などの問題に対してしっかりと考えられる機会と時間が必要だ。 

最終的に必要とされてくるのは各々の意識、行動であり、そのことに自分たちが気づかなくてはなら 

ないのである。 
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